
3 
 

   地方からのホットライン （ 令和７年５月 ）   

流動する世界。高齢者の私たちには驚かされることの多い昨今です。今回は、日常生活

のほんの身近な話題も含めて、「え！？」と驚かされたことなどを皆さんにお書きいただ

きました。 

 

● 相良 直哉さん（宮城県仙台市在住） 

 最近驚いたことの一つに、「退職代行サービス」の会社があるということです。春爛漫

のこの時期、新入社員たちはそれぞれ希望に胸をふくらませながら社会人としての一歩を

踏み出す訳ですが、入社早々、「こんな筈ではなかった」と退職をしてゆく人が多く、し

かも、その退職の申し出を第三者に依頼するとのこと。大事な退職の申し出を他人に依頼

するという若者の存在にも驚きますが、それを代行する会社がビジネスとして成り立って

いることに驚きます。「石の上にも三年」という諺も今や死語なんでありましょうか。 

 

● 金子 幸雄さん（山形県山形市在住） 

2015 年 12 月に慢性白血病と診断されてから、今年で 10 年になります。慢性と言われ 

るくらいですから、白血病細胞の増殖はゆっくりですが、少しずつ自分の体に症状が現

れ、疲労感や倦怠感から家で横になって過ごす日が多くなっています。また血小板の減少

により、２日前に噛んでもいないのに舌と口内奥からも出血して、血が止まらず大変でし

た。何度も蜂蜜を塗って血を止めましたが、こんな所から出血することに驚きました。皆

様も健康にはご注意を！ 

 

● 丹野 智彦さん （福島県安達郡在住） 

 先日、約十年ぶりに飛行機を利用する機会がありました。スマホで予約し、スマホで

決済、スマホで座席を指定し、スマホでチェックイン、そしてスマホで搭乗と、すべてス

マホで完結してしまいました。驚くやら感心するやらの体験をしました。しかし、考えて

みると、スマホをもし失くしてしまったらどうすればいいのか……。旅行中、スマホを失

くさないようにしっかりと握りしめておりました。年寄りの考えすぎでしょうか。 

 

● 吉羽 文雄さん （埼玉県さいたま市在住） 

縁あって、現在ココファンの学童保育に携わっています。今回のテーマとはやや違い 

ますが、「自分も歳を取ったなあ」と思った出来事を。子供たちとの関わりは通常室内が

中心ですが、外遊びも日常的に実施されます。先日、サッカー遊びに興じた際に、「華麗

なるドリブルを子供たちに見せよう」とハッスル、その時に足がもつれて見事に転倒。幸

い、大事には至らなかったのですが、まわりのスタッフからは、「歳を考えてください

ね」とヤンワリとたしなめられました。まことに、トホホの一日ではありました。 
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● 堤 満弘さん（長野県長野市在住） 

仕事で、他社の社員と打合せをする機会があります。私は、ノートと筆記具を用意して

打合せに臨みますが、最近驚くのは、その他社の社員が、例外なく全員ノートパソコンを

セットして打合せに臨むことです。説明用の資料をパソコンに表示したり、必要に応じて

その場で書き込みをしたり、あるいはその場ですぐに送信したりして、情報を共有化して

おります。その光景に「時代の差」を感じ、思わず、「えっ！？」と驚いております。 

 

● 影山 皓一さん（静岡県浜松市在住） 

驚かされること、もうさほどありませんが、、敢えて挙げるとすれば、縁もゆかりも 

ないあらぬ方向より、元同僚が呆けたとの噂話が伝わってきたり、万札が数十枚入った財

布を拾うなどして驚かされました。ある時、ゴルフ場でチェックインしたら、「予約は入

っていません」とのこと。慌てて、引き返したことが二度もあって、これまた驚いたこと

の一つ。断捨離でブックオフに本を持ち込めば、驚くほどの安値査定。三途の川の渡り賃

も値上がりしたでしょうから、「こりゃ、めったに死ねぬワイ」と驚いた次第です。 

 

● 早川 正英さん（愛知県愛知郡東郷町在住） 

私が最近驚かされたことと言えば、地球の自転と公転の速さです。中１社会の地理で最

初に習う「地球の姿」では、６大陸と３大洋、緯度と経度、本初子午線などを学びます。

ふと地球の自転と公転の速度を計算してみました。赤道の長さが４万 KM ですからこれを

一周に要する 24 時間で割ると、時速で約 1700KM、新幹線の速度の約６倍の速さで地球は

回っていることになります。因みに、公転の時速は 11 万 KM で、新幹線の約 390 倍です。

恥ずかしながらこんな速度で回っていることに初めて気づき驚いています。 

 

● 渡邉 洋二さん（愛知県春日井市在住） 

爺バカですが、最近は月２回ほど会う孫娘（４歳）の成長ぶりに驚いています。3 カ月 

前は公園で低年齢児用の小さな滑り台を怖がっていたのに、先日は、小学生が遊ぶ大きな

滑り台に夢中になり、何度も滑って日没となりました。ママや保育園の読み聞かせで絵本

が大好きになり、最近ではひらがなの拾い読みで小生に読み聞かせの真似事を披露。恥ず

かしながら、我が子の幼児期はバブルの絶頂期で、水戸の大工町や博多の中州に日参し、

成長の記憶がないだけに、会うたびに成長の姿を見せてくれる孫に驚きを感じています。 

 

● 三好 進さん （愛媛県松山市在住） 

 お米の値上がりについて投稿しようと思ったのですが、驚きよりも憤りさえ感じるの

で、これについては書くことは止め、違う「驚き」を書くことにします。３月に放送され

た TV 番組からの話題ですが、日本一の富士山は、世界では何番目でしょうか？という話

です。これが何と、世界一のエベレストから数えて 20977 位だそうです。100 番か、500

番か、1000 番か、普通はそう思う所ですが、20977 位。世界は何と広いのでしょう。よく

もまあ、調べたものです。この番組を担当した TV スタッフの努力に驚きました。 


